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研究成果の概要（和文）：本研究課題では事物等に対してヒトが感じる選好を「経験・学習によって獲得され
た、感覚刺激の統計的レギュラリティに対する潜在的認知バイアス」と捉え、選好における普遍性および多様性
を統一的に説明することを目的とした。絵画や音楽に対する選好を実験的に調査した結果、絵画に関する先行知
識の有無や、絵画のカテゴリ、日本やポルトガルといった居住地域の違いに関わらず、普遍的な配色選好が見ら
ること、特定の色彩統計量が配色選好に関わっていること、瞳孔反応も選好を反映した違いを示すことが明らか
となった。また、絵画の配色に対する選好は児童期前半から後半にかけて徐々に形成されることが示された。

研究成果の概要（英文）：In this project, we hypothesized the human preferences towards objects and 
other stimuli as "latent cognitive biases towards the statistical regularities of sensory stimuli 
acquired through experience and learning." The aim is to provide a unified explanation for both the 
universality and diversity of preferences. Through experimental investigations into preferences for 
paintings and music, several findings emerged. First, universal color preferences were observed 
regardless of prior knowledge about the paintings, the category of the paintings, or differences in 
regions of residence such as Japan and Portugal. Second, specific color statistical measures were 
found to be involved in color preferences. Third, pupil responses also reflected differences 
indicative of preferences. Furthermore, it was revealed that preferences for color compositions in 
paintings gradually form from early to late childhood.

研究分野：人間情報学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究課題では絵画配色や音楽テンポに対する選好実験を実施し、個人差を超える普遍的な傾向が存在すること
を示した。また、色彩統計量と選好の間に密接な関係があること、また瞳孔反応が選好特性を反映することか
ら、こうした普遍的な選好特性の背後に早くて自動的な審美判断メカニズムが存在する可能性を示した。偽物で
はなく原画の配色を一般人も最も好ましく感じたということは、配色の好みは画家も一般人も知識や経験の違い
に依らず似ている、ということを意味しており、文化や時代が異なる芸術作品であっても、本物には何らかの普
遍的な特徴が存在している可能性があり、審美感に対する生物科学的理解を深めることに繋がる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
選好は、本人にとっては極めて自明な主観的感覚であるが、それが何によって決まるのか、どの
ようなメカニズムが機能しているのかなど、未だ多くのことが未解明であり、心理学・認知科学
の黎明期以来の中心的問題の一つである。こうした選好の普遍性の背後には何があるのだろう
か？また、黄金比や絵画配色に限らない一般的な現象なのであろうか？これが本研究課題にお
ける学術的問いであった。もし、選好が感覚刺激に存在するある種の普遍特徴に対する認知バイ
アスの一種であれば、選好に文化を超えた普遍性が存在することを説明できる。また、多くの人
が共通して好ましいと感じる刺激が存在するとすれば、そこには何らかの普遍的な特徴（統計的
レギュラリティ）が存在するはずである。また、選好がこうした特徴に対する認知バイアスとし
て機能しているならば、意識によって直接コントロールできない生理反応（瞳孔や脳波）にも選
好の影響が現れるはずである。 
 
２．研究の目的 
本研究課題では事物等に対してヒトが感じる選好を「経験・学習によって獲得された、感覚刺激
の統計的レギュラリティに対する潜在的認知バイアス」と捉え、選好における普遍性および多様
性を統一的に説明することを目的とした。具体的には ①絵画配色に対する選好と色彩統計量の
関係、および瞳孔反応などの生体信号に選好がどのように反映されるか、②ヒト以外の動物や、
ヒトの幼児や児童を対象に、色や形態などに対する視覚的な選好あるいは嫌悪に関し、その発達
過程や進化的な基盤は何であるか、③音楽の要素（メロディ、ハーモニー、リズム）に対する選
好が個々人でどの程度ばらつくか、④音楽の好みのテンポがどのように決定されるか、特に自発
的運動テンポ（SMT）が音楽のテンポ選好にどのような影響を与えるか、これらの点を明らか
にすることを目的とした。 
 
３．研究の方法 
【絵画配色に対する選好と色彩統計量との関係】 
純粋に絵画の配色に対する選好を実験的に調べるために、絵画の空間構成は変化させず、色相だ
けを変化させる方法を用いた。この操作によって色相回転させた 3種類のニセの画像を用意し、
原画を含めた 4 種類の画像に対して最も好きな配色を参加者に尋ねる実験を行った。ここで、
実験に用いた原画を含む 4種類の画像は、平均色、明るさ（コントラスト）、最大彩度など、一
般に選好に影響を与える可能性がある特徴は全て同一となるようにコントロールされている。
したがって、4種類の画像に対する好みは配色、すなわちどのような色がどれくらいの面積比率
で組み合わされて用いられているか、という点だけで判断されることになる。なお、実験には、
西洋画および日本画など合計 40作品の絵画を用い、日本とポルトガルから合計 135名が実験に
参加した。実験参加者は芸術や美術について、特別な教育は受けていなかった。 
 
【絵画配色に対する選好の発達と進化的基盤】 
 5 歳から 12 歳までの子ども（5-8 歳：36 名; 9-12 歳：28 名）が、絵画のオリジナルな配色に
対して選好を示すかを調査した。抽象画、人物画、静物画の 3つのカテゴリについて、各 8枚の
合計 24 枚の絵画を使用し、各絵画について、原画の配色（0度）と色相を 90 度ずつ回転させた
3種類の配色（90 度、180 度、270 度）の画像を作成した。実験では、子どもに、配色の異なる
4枚の中から好きなものを 1つ選ばせた。 
 
【集合体に対する不快感の発達と進化的基盤】 
 4 歳から 9歳までの子ども（4-5 歳：20 名; 6-7 歳：20 名; 8-9 歳：20 名）と成人 20 名に対
し、集合体画像（ハスの花托やハチの巣など）と中性画像（マンホールなど、単一を円を含むも
の）への評価反応について調べた。各 20 枚ずつの画像について、「きもちわるい」、「こわい」、
「かゆくなる」、「すき」の 4種類の評定項目を 4段階で回答させた。 
 
【リズムに対する選好】 
シンコペーションは最近のポピュラー音楽のメロディに多く含まれる。シンコペーションには
リズムに緊張感を与える効果があり、グルーヴ感を向上させる効果があることも示唆されてい
る。シンコペーションが及ぼすメロディへの影響を定量的に評価するため、自動生成した楽曲を
元にシンコペーションを段階的に付加し、メロディらしく聞こえるか、好ましく感じるか、グル
ーヴ感を感じるかの評価を行った。 
 
【音楽テンポに対する選好】 
実験参加者（23 名）は、様々な音楽のテンポを自身の選好に合わせて調整し,各音楽の馴染み度
を 5段階で評価した。また、指タッピングにより実験参加者の SMT を測定した。好みのテンポに
対して音楽構成要素（使用された音楽のオリジナルのテンポ、ノート数、イベント密度、ピッチ、



ベロシティなど）が与える影響を分析した。 
 
４．研究成果 
本研究により明らかとなった点は以下の通りである。 
① 絵画に関する先行知識の有無や、絵画のカテゴリ、日本やポルトガルといった居住地域の
違いに関わらず、普遍的な配色選好が見られた 1)。また、特定の色彩統計量が配色選好に関
わっていること 2)、瞳孔反応も選好を反映した違いを示すこと 3)が明らかとなった。 
 

② 選好の発達的側面に関して、絵画の配色に対する選好は児童期前半から後半にかけて徐々
に形成されること 4)、集合体に対する不快感は少なくとも 4 歳頃から生じることが示され
た 5)。次に、進化的基盤については、絵画の配色の選好に対しては、チンパンジーの視覚探
索においても原画の配色が他に比べて速やかに検出されることが示された 6)。さらに、集合
体の構成要素の大きさや個数が嫌悪感に及ぼす影響について調べたところ、子どもにおい
ても成人と同様に、円が小さく個数が増えるにつれ、嫌悪感が増加することが明らかにな
った 7)。 
 

③ シンコペーション付加確率が上昇するごとに、メロディらしさ、好ましさ、グルーブ感の評
価が向上することが示された 8)。ただし、メロディの種類によってシンコペーションの影響
の度合いが変化した。この結果は、シンコペーションの影響を受けやすいメロディと受け
にくいメロディがあることを示している。 
 

④ 実験参加者の SMT は、音楽の馴染み度に関わらず、音楽のテンポ選好に影響を与えること
が確認された 9)。また、音楽の馴染み度によって、テンポ選好に対する音楽構成要素の影響
が異なることが分かり、馴染みのある音楽ではオリジナルのテンポが重要な影響を与え、
馴染みのない音楽ではノート数が関与していることが明らかとなった。 
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